





ハ ン ブ ル ・ マ ン
ましい人
タモツ・シブタニ（Tamotsu Shibutani, 1920―2004）は、1920（大正
















ジュニア・カレッジに在籍し（1939 ～ 40 年）、18 歳でデューイの『思
考の方法』を読んでプラグマティズムに影響される。1939 年にスタイ
ンベックの『怒りの葡萄』が出版され、カリフォルニアのオクラホマ人











トム・シブタニの学歴には 2 回の中断がある。1942 年にバークレー
の学士課程を修了してから 1943 年にシカゴの社会学大学院に進学する
間の 1 年間と、そこでの修士課程在籍期間（1943 ～ 44 年）と博士課程
在籍期間（1947 ～ 48 年）の間の 3 年間である。この前 1 年間は、彼が
北カリフォルニアのトゥールレイク日系人収容所に収容されつつ、ドロ
シー・トーマスの調査助手として参与観察に従事した期間である（調査
への協力自体は在学中から進学後 1944 年まで続く）。後 3 年間は 8 か月
ずつ 3 つの期間に分かれ、アメリカ陸軍の兵士として従軍した。最初の





















































































シブタニの集中的なフィールド調査は、1941 年 12 月 7 日、日本軍の





























































































































1943 年 2 月、収容された日系人を隔離のない地域に再定住させる名
目で「忠誠登録 loyalty registration」が実施された。その書式の問 27 と



































































































































































































































































































































史』, 内外綿株式會社 , 1937（昭和 12 年）および濱田徳太郎編『大日本麥















表現からは、W・I がある程度 UC バークレーの教育に関与したことが推













ラングの学位論文として提出される（1953 年 8 月）以前に、要約版が
1952 年に「PR の父」エドワード・L・バーネイズ基金の受賞論文に選出
されたのち、両ラング名義でアメリカ社会学会の『アメリカン・ソシオロ

















































10）　チャールズ・キクチ Charles Kikuchi は当時 UC バークレーの社会福祉
学の大学院生で、1941 年から 1942 年の日記が刊行されている。タミエ・
ツチヤマ Tamie Tsuchiyama はやはりバークレーの人類学の大学院生で、
1942 年から JERS メンバーとしてポストンの収容所で調査に従事した。
11）　グロージンズの JERS での仕事は、後年まとめられている（Grodzins, 
1949）。なお、ジェームズ・サコダ James Sakoda の仕事は、JERS の『損
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